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ノーヒット・ノーランを防いだ翼のヒット、しかし、走塁が・・・・

守備の不味さがゲー
ムを壊す！

来期はガンバロ！

１２月８日ホーム大黒にて2007-8KSCﾄｰﾅﾒﾝﾄ2回戦を、調布ﾏﾘﾅｰｽﾞと行った。対戦相手は過去に
対戦経験があるものの最近着々と勝利を積み重ねているチームであり、決してあなどれないチー
ムである。
今日の我がチームは先攻、上位打線はほぼ同様のメンバーでのオーダーである。しかし、相手投
手の決して早くはないものの、緩急とコースを丁寧につくピッチングで三者凡退にて初回を追え
た。その裏、先頭打者をﾋﾟｯﾁｬｰﾌﾗｲに打ち取り幸先良いスタートに見えた感もあったが、そこは、
落とし穴が待ち構えていた。３つのエラーとヒットが重なり打者一巡の攻撃を喰らい、４点を初
回から献上してしまった。その後の我がチームの攻撃も相手投手の巧みなピッチングで、凡打を
重ねた。終わってみれば、記録にならないエラーも含め、守備の不味さからの失点を続け、敗戦
した。これでは、まさに投手孤軍奮闘である。やはりアウトに出来る、する時は必ずアウトを取
り、投手を助け、バッティングにおいては、淡白な攻撃にならず、何としても塁に出る気迫も時
には必要であろう。今日の敗戦により、本大会も初の敗者復活に回り、来期は勝ちあがり、本選
への復帰を掛けて戦う事になる。また、今まで勝ち上がっていた公式戦が多かったが、全て敗戦
により、来期は復活を掛けてゼロからのスターとになる。
１年間の成績を振りかってみると、創部以来初のシーズン負け越しとなり、これまた、来期は、
ゼロからの再建である。負けない、負けない事が楽しさに繋がり、チームの余裕をも齎してくれ
る。そう信じて１年を終わりたい。


